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開館午前９時～午後10時（年末年始除く。）　　１回につき１人５冊まで、２週間借りることができます。

和水町公民館図書室だより 問　中央公民館図書室　　　☎0968・86・2022
　　三加和公民館図書室　　☎0968・34・3047

文芸広場

　いま、電子メ
ディアの発達に
より、世界の情
報伝達の流れ
は、大きく変容
しようとしてい
ます。しかし、そ
の使い手が人間
であるかぎり、そ
の本体の人間性

を育て、かたちづくるのに「本」が重
要な役割を果たすことにかわりありま
せん。
　暮らしのスタイルに、人生設計のな
かに、新しい感覚での「本との付き合
い方」を取り入れていきませんか？
　みなさん一人ひとりの読書への関心
と読書習慣の確立の契機となることを
願っています。

「ONE PIECE　１巻～ 100 巻」
� 著者：尾田栄一郎　出版社：集英社
　熊本県では、熊本地震からの復興のため、尾田栄一
郎氏（漫画家）や集英社（出版社）と連携し、「ONE	
PIECE	熊本復興プロジェクト」に取り組まれています。
　この度、プロジェクトの一環として、単行本 100 巻セッ
トの寄贈がありました。
	　「平成 28 年熊本地震発災後、5 年経過した熊本地震
の風化防止及び記憶の継承」や「子どもたちにONE	
PIECE の魅力（あきらめない心・冒険心・仲間を大切に
する心）を伝えることで、子どもたちの豊かな心の育成
につなげる（心の復興）」などを目的としています。

10月27日から11月 9日までの２週間は『読書週間』です。

←プロジェクトの内容はこちら
　https://op-kumamoto.com/

■ONE PIECE 熊本復興プロジェクト・特設サイト

© 尾田栄一郎／集英社

旬のものを簡単アレンジ
「冬瓜とベーコンのスープ」

問　健康福祉課　保健予防係
　　☎0968・86・5724

ひとくちメモ＆栄養コメント

　冬瓜には、カリウムが豊富に含まれているため、塩分を排泄する作用があります。また、皮膚や粘膜の健康を保つ働
きのビタミンCが含まれており抗酸化作用もあります。

［材料（４人分量）］
冬瓜�･･････････････････････ 200ｇ
鶏ガラスープの素�････････ 大さじ１
水�････････････････････････ 300㏄
薄口しょうゆ�････････････ 小さじ２
パセリ�･･････････････････････ 適宜
ごま油�･･････････････････ 小さじ１
ベーコン�･･････････････････ 60ｇ

［作り方］
①��冬瓜はわたを除いて皮をむき、一口大
に切る。ベーコンは５mm幅に切って
おく。

②��鍋に火を入れベーコンを加え炒め、
水、冬瓜、鶏ガラスープの素を入れて
煮る。冬瓜に火が通ったら薄口しょう
ゆで味をととのえる。

③��みじん切りにしたパセリとごま油を入
れる。

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、感染症に対する誤解や偏見、感染への恐怖や不安など
から、感染された人やその家族、職場の関係者や医療従事者への誹謗中傷やいじめ、差別的な
言動といった人権侵害が問題になりました。そのことを踏まえて、コロナワクチン接種の有無
で誹謗中傷などが生まれないように、私たち一人ひとりがお互いの立場に立って考えることで、
共に支え合うことを目指し、同じことを繰り返さないために、この問題を改めて提起します。

◎ あなたはしていませんか？　自分の言動を振り返ってみましょう。
・	感染された人の名前や住所・勤務先などの個人情報を特定
し、ＳＮＳやインターネット上への書き込み
・	感染された人や感染が発生した施設の職員に対する偏見か
らの差別的な発言
・	医療従事者の子どもの通園・通学や、家族の出社を拒むよ
うな対応
・	感染された人の住居へのごみ等の放置や差別的な内容の電
話をかけるなどの嫌がらせ
・	県外ナンバー（自動車）の方に対する差別的な行為や発言
・	ワクチン接種を様々な事情で希望しない人への心ない言動

◎ ワクチン接種が少しずつ進み、新型コロナウイルス対策も新たな段階に入りつつありますが、
誰もが感染する可能性があることには変わりありません。みんなでこのコロナ禍を乗り越え
ていきましょう。そして、差別的な言動によって何かが解決することは絶対にないことを、
心に刻みましょう。

くらしと人権 Vol.44
コロナ差別を再び考える

問　社会教育課　社会教育係
　　☎0968・86・2022
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